
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月１２日（月）・１３日(火) 

受講者数１６名 

（講師含む） 

 

 ○小・中の理科実験を紹介して下さったのが良かった。早速生徒と実験してみたいと思いました。 

○実際に実験するときに、失敗しやすいこと、上手くいかないことやその原因を考えていくこと

がよかったです。授業では生徒達に上手くいくやり方で進めさせたいので。 

  ○ＰＩＳＡのデータを用いながらの説明が良かった。今、日本の理科教育で足りないものは「説

明する力」なのだと学ぶことができました。レポートの定型文の方法を使って、授業してみたい

と思います。 

 ○小中高の連続性は特に重要だと思います（中学校へ向かう小学校の研究をすることを含めて）。 

○指導の交流があれば良かったです。各先生方がどのような授業を行っているが知りたいです。 

 

受講者の方々の声 

丸谷 明彦 先生 

（余市町立大川小学校） 

大崎 未生 先生 

（古平町立古平中学校） 

道研附属理科教育センター 

主査 北澤 新 氏 


